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●2008年度活動スケジュール

ツクシトラノオ（8月3日）

7月6日、第2回野の花観察会
8月3日、第3回野の花観察会



▼観察会参加者の皆さん。お疲れさまでした。

▲写真上・ミヤコグサ　写真下・テリハノイバラ

　７月６日（日）、本年度の第２回「阿蘇野の花観察会」を開催しました。この
猛暑の中、参加された会員は20名でした。
　今回もまた、瀬井理事発案による「ラリー方式」にて実施しました。あらか
じめ花ごとに立てられた番号札を順番にまわり、ヒント用紙を手がかりに
その花の名前を当てていく方法です。４～５人の班に分かれて行動するの
で動きやすく、阿蘇の植物を学習するにもよい効果があるようです。阿蘇花
野協会の基本パターンへと定着しそうな気配ですね。
　さて。春、緑のじゅうたんのようだったトラスト地も、草が青々と生い茂り、
生命力にあふれる草原へと変貌しています。草の丈はすでに大人の肩から
頭ほどまで伸びており、観察ラリーは草をかき分けながらの斜面行軍。梅雨
の明けきらぬ中、草の中は温気がもわぁ～とサウナ状態です。汗が噴き出し
ました。
　しかし、草原の花々は元気でした。ヒメユリのピークにはちょっと早かっ
たのが残念でしたが、それでも相当の開花が確認されましたし、ハナシノブ、
ツクシマツモト、アソタカラコウ、シシウドなどが数多く見られました。
　一方、我が協会のトラスト地以外の場所では、ハナシノブが年々数を減ら
している様子も確認され、残念な思いもしました。野焼きや草刈りなどを行
い、人為的に管理をしてゆくことで、阿蘇の花野は維持されていく。そのこ
とを改めて考えさせられました。

ヒメユリ

ハナシノブ

活動報告 7月6日、
本年度第２回「野の花観察会」。



　本年度第３回目の「阿蘇野の花観察会」は、８月３日（日）開催しました。今
年の異常な暑さにおびえつつ、集まった参加者は13名。いや、７月の観察会
のことを思うと、正直、筆者もゆれましたよ。
　しかし、用心していたほどではありませんでした。７月の時とは違って、晴
天がつづいていたせいでしょう、地面が乾いており、草いきれもそれほどで
はありませんでした。もちろん、けっして涼しくはありませんでしたが。
　わずか１カ月で、野の花はがらりとメンバーが変わっています。絶滅危惧
種であるヤツシロソウをはじめ、タチフウロ、ユウスゲ、ノアズキ、サワヒヨ
ドリなどなど。中でも驚いたのは、やはり絶滅危惧種のツクシトラノオが群
生していたことです。国内では阿蘇だけ、それもごく限られた地域だけに見
られる花が、まるで雑草のように生きていました。
　天候に恵まれ、光の具合もバツグン。皆さん、いい写真を撮ることができ
たのではないでしょうか。

ヘクソカズラ
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8月3日、
第３回野の花観察会。

サワヒヨドリ

ヤツシロソウ

ハンカイソウ

チダケサシ

タチフウロ（白花）



2008年度の活動予定です！！
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発行
「花野たより」は年４回発行していく予定です。会員の皆さま、
今後ともよろしくお願いいたします。編集部へのご意見・ご
要望、励ましなどはメールでよろしく。
　　　　　　　　　k.mori@airs.ne.jp（広報担当：森）

　本年度の今後の活動予定です。お時間が合う方、ぜひご参加ください。

　１０月１２日（日）　　草刈り作業（予備日１３日（月）、１９日（日））
　１０月１９日（日）　　草集め作業（予備日２６日（日））
　　３月　８日（日）　　野焼き（予備日１５日（日）、２０日（金・春分の日）、２１日（土）、２２日（日））

　※上記、いずれの活動についても、会員の皆さんには事前のお知らせをお送りし、参加者を確認した
　　上で実施します。
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阿蘇花野協会の帽子、できました！！

　阿蘇花野協会のオリジナル・キャップを制作しました。
　阿蘇花野協会では、トラスト地の盗掘などを防ぐために、定期的なパト
ロールを行ったり、現地の方々にお願いして不審者の通報を行ったりして
います。そこで、協会会員を区別するために目印が必要となり、キャップの
制作となったわけです。
●このキャップは、協会会員の方で、観察会や野焼きなどの現地活動に参加
　された方に、現地で無料配布します。
●キャップの無料配布は、原則的に１回のみとします。滅失などにより、再
　度配布する場合には実費（1,300円）を申し受けます。
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ヒメジョオン ノアズキ イタチササゲ




